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で作った方がいい」と思い立ち上げることにしました。
　当初は自分一人で活動しようと考えていましたが、
実際に立ち上げようとすると、参加者の募集、開催場
所の確保などで、思うように立ち上げることができま
せんでした。困っている時に、町会活動やカラオケサロ
ンなど、普段から地域活動やボランティアをしている
父に相談してみました。そしたら「俺が動いてやる」と。
父が持っていた地域のつながりを使ってどんどん動い
てくれて、立ち上げに向けて一気に事が進みました。
今思えば一人で悩まず 、もっと早く相談すれば良かっ
たと思っています。

　父がボランティアをしていた影響もあり、私もいつ
かやってみたいと思っていました。どうせなら自分の
得意なことを活かしてマッサージのボランティアがし
たいと思い、参加できる活動を探してみましたが、思
いのほかありませんでした。すでに活動する場があれ
ば僕もそこに所属しようと思いましたが、「これは自分

　普段から地域の人には積極的に声かけをして
いますが、心配なことがあればすぐホウカツに
連絡しています。私一人にできることは小さく、
ボランティアとしてできることも限られていま
す。個人的なことにはあまり踏み込みすぎない
よう心がけています。

　退職後はこれまでお世話になった地域に恩返しをし
たいと思い、ボランティア活動などを通じて地域と深
く関わるようになりました。地域活動を始めてからは
人の輪がどんどん広がっていましたので、立ち上げの
ことを息子から相談された時は、地域への声かけや場
所探しなど、私にできることで協力しました。

　絆のあんしん協力員として活動ができているのは、
妻の応援や家族の理解があってこそです。同時に息
子と一緒にいる時間もとても大切にしています。
　ある日息子と散歩している時に目の前でおじいさ
んが倒れたんです。その時、息子が「父ちゃん大変
だよ！」と真っ先に駆け寄っていく姿を見て、自然
と人の痛みに寄り添える優しい子に育ったんだなと
うれしくなりました。ボランティアをしている姿を
息子に見せられたことも、子育てにつながっている
なと実感できました。私も父の背中を見て、ボラン
ティアが当たり前になっていたのと同じなのかもし
れません。今は仕事も子育てもあるので、本当に無
理のない範囲で活動しています。無理をしてしまう
と続かなくなりますし、これから何年も続けていく
ためにも重要なことだと思っています。

　仕事で頭がいっぱいになり、自分のことで行き詰ま
っている時があったのですが、このボランティアを通
して外の世界に触れることで、一歩引いて自分を見る
ことができました。狭くなっていた視野が広がり、気
持ち的にもゆとりを持つことができるようになりまし
た。ボランティアに興味を持つ方がいればぜひやって
みてほしいです。
　突然ボランティアをするというのもハードルが高い
と思います。まずは自分が得意なことを活かして始め
てみることで、世代を超えた交流なども無理なくこな
していけると思います。今では地域の方々が

盛り上げてくれています

自分の “得意”を活かして
地域への恩返し




